
◇

評価は、４段階評価で、全員が「Ａ 十分」と回答した場合を評点１００となるようにして算出しました。全員が「Ｂ おおむね」と回答した場合は評点７５となります。

◇保護者の方々やお子さんが評価しづらい項目については、教員のみの評価としたため、保護者満足度や児童満足度の欄が「―」となっています。

◇本校では、評点８０を下回った項目について、改善が必要と判断します。より質の高い教育活動の推進を目指して、評点８０を基準としました。

◇裏面に、「考察と今後について」を記しました。 〈裏面へ〉



《考察と今後について》
１月に保護者の皆様にお願

いしました学校評価へのご協
力ありがとうございます。保
護者の皆様からいただいた評
価や貴重なご意見をしっかり
受け止め、学校経営の改善に
生かしてまいります。

保護者、教職員、児童の三者に共通の質問事項１４項目のうち、三者共に８０を上回った
項目は前期と変わらず１１項目でした。「学年を超えた交流」「学校が楽しい」「教職員の愛
情」の３項目については、前期同様三者共に、９０を上回りましたが、｢体験活動の充実｣「一
人一人に応じた支援」の２項目については、前期は９０を越えておりましたが、後期は越え
ることができませんでした。いずれにしましても、保護者の皆様から及第点をいただきまし
た１１項目については、現状に満足することなく、学校としてより高みを目指します。学力
面、行事関係と共に、少人数を最大限に生かし、「ふるさとを愛する子」「豊かな心を持つ子」
｢たくましく生きる子｣の育成に努めます。
次に、三者共通の項目で、一者でも８０を下回る項目は３項目でした。

前期の評価で三者共に８０を下回った「読書活動の充実」では、後期の評価は保護者、教職
員で評価は上昇したものの、児童は逆に1.6ポイント下がりました。後期は、「読書習慣を身
に付けるためのブックウォーク」を実施したり、「どこでも読み聞かせ」の実施回数を増や
したりしましたが「豊岡小読書賞」の全員受賞までには至りませんでした。今後は、「朝の
読書タイム」、月1回の「読み聞かせ及びじっくり読書」を教育課程に位置づけ、読書活動を
充実させたいと考えます。また、「家庭学習の充実」では、後期１０月、２月に家庭学習調
査を実施したことで、保護者評価は3.1ポイント、児童の評価は0.8ポイントの上昇となりま
した。家庭学習は自主性が大切ですが、個に応じた宿題等をより充実させるなど、習慣化に
向けた取組を実施してまいります。
「学校の施設・設備の安全」では、月一度の定期点検のほか、随時破損箇所等は漏らさず

発見し、市教育委員会と連携し、修繕・修理により安全を維持してまいります。

保護者、教職員の二 教職員のみ
者に共通の質問事項全 の質問事項６
５項目が前期同様すべ 項目のうち、
て８０を超える結果を 前期は３項目
得ました。平均して前 が８０を下回
期よりポイントが下が ってましたが、
りましたが、すべての 後期はすべて
項目が昨年度の評価を ８０を越えま
上回ることができまし した。このこ
た（平均87.2→90.8）。 とは、校内研
評価が低い「たより 修の成果と捉

による情報発信」につ えます。授業改善･授業力の向上を目指した授業力診断表（校長作
いて、次年度は児童の 成）の活用、学校における危機管理、講師を招聘しての道徳の研究
学校生活、学習の姿が 等の研修が、教員の意識改善につながったと言えます。
より皆様に伝わること 評価の低い「危機管理マニュアルの整備」については、マニュア
ができるよう工夫・改 ルを常に見直し･改訂を図りつつ、各教室にマニュアルを置いたり、
善し、お伝えしてまい 対応が一目でわかるカードを作成するなど整備に努めます。
ります。


